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羽島市立堀津小学校 「ソフトエアロビィクス」 11月18日

体を動かすことがないので、気持ちよく運動で
きて良かったです。家でもやってみたいです。

普段、運動する機会がないので充実した時間を過ごすことができ
ました。チャンスがないとなかなか取り組むことができないので
良かったと思います。

体を動かし、身体がのびて気持ち良かった。人と話すのが久しぶ
りで、子育ての話ができて良かった。

研修テーマと内容について ※（ ）は回答数
大変よい（11） よい（2） あまりよくない（0） よくない（0）

今までの家庭教育学級に
毎回参加（0） 時々参加（6） ほとんど参加できない（4） 初めて（3）

授業参観 ＋ 体験活動 ＋ 小グループでの子育て交流

学校行事参加型 ・ 体験活動参加型 ・ 子育てサロン型

堀津小学校PTAでは、「はぐくもう 親子の絆 ひろげよう 堀
津の輪」を本年度のテーマにおき、家族読書、わが家の約束運動、
給食試食会（中止）サークル活動、意見交流会と年間５回の家庭教
育学級を計画されました。サークル活動では、今まで「物づくり」
の体験活動を行われてきたそうですが、今回は特別な準備を必要と
しない「健康づくり」の講座を企画されました。
講座は、エアロビィクスダンス→筋トレ→ストレッチの順で行わ

れました。活動後の皆さんは、背筋が真っすぐに伸び、その効果が
姿勢に現れていました。

50分間の活動後、参加者を２つのグループに分け、子育てにつ
いてのフリートークタイムを設けられました。
１つのグループでは、就寝時刻と起床時刻についての交流が行わ

れ、「就寝時刻が遅くなりがちで、なかなか朝起きることができな
い子に、どのようにしたら良いでしょうか？」という悩みに対し、
「わが家では、目覚まし時計を買い与えて、時計を使って自分で起
きるよう習慣化させています。」など、温かな雰囲気の中、具体的
な実践交流がなされていました。
会の後、ＰＴＡ会長さんのお話を聞いたところ、「家庭教育応援

通信」をはじめ、県などから発出されている文書には必ず目を通し、
家庭教育学級やＰＴＡ活動の参考にしてみえるということで、大変
にうれしく思いました。本通信が子育て真っ最中の親様方の少しで
もお役に立てれば幸いです。

参加者の感想



岐南町立岐南中学校 「乾・缶・簡料理」 11月20日

災害時でも、こういった知識があればいつもと同じ食生活ができることを
学びました。子どもと一緒に参加すれば、より良かったと思いました。

みんなで一緒のできて楽しかった。これは、是非生徒に家庭科の授業など
でもやってもらえるとよいと思いました。

知らなかった知識や、災害に対する意識をより強くもつことができました。
子どもたちも、是非一緒に聞いて、今度体験できるとよいと思いました。

簡単、手軽においしい料理ができることを学べた。これなら男性でも作れ
るし、アレンジして他の種類の料理を作ることができると思いました。

今年度、岐南中学校の１回目の家庭教育学級では、子育て
に対する悩み等の意見交流を行い、どのような内容の家庭教
育学級を開催してほしいか調査されました。今回は要望が多
かった災害時の食の確保についての講座を企画され実施され
ました。平日の参加が難しい親さんのために、今回は休日開
催で実施されました。お父さんが３名参加されました。

本で読むだけと、実際にやってみるのと大きく違うので、
体験でき良かったです。

体験活動参加型 休日開催

今回は、「ひじきご飯」「大根と人参のゴマ風味蒸し」
「オートミールのトマトスープ」「サバ缶の卵とじ」「蒸しパ
ン」と５種類の調理を行いましたが、どの調理方法もまず「高
密度ポリエチレン（HDPE）」製の袋に、食材や調味料等を入
れ、袋全体を握ったり、もんだりすることで混ぜ合わせたもの
をつくります。その後、袋の中の空気を抜いて袋の口を結び、
沸騰したお湯の中に浸して加熱してつくりました。大切な水を
極力少量に抑える調理方法ですが、普段の料理作りにも使え、
子どもと一緒に楽しみながら行うこともできます。
加熱する鍋の水は、雨水などを使うことも可能で、何度も再

利用することがポイントとなります。
避難所での配給では、菓子パン等がメインになるため、蛋白

質が不足しがちになるようです。「麩（ふ）」「油麩」を上手
に使えるとよいとのこと。野菜も冷凍にするより干し野菜にし
ておき、普段の食事の中でも使うようにしておくと、いざとい
う時に、いろいろ活用できることを学びました。

参加者の内４名は、家庭教育学級へ
の「初めての参加」でした。また、普
段は「ほとんど参加できない」と答え
られた方を含めると半数を超えます。
休日実施の成果があったと考えます。
講師の方の都合もあり、開催日を決

めるのは大変だと思いますが、休日開
催も、参加者を増やす１つの方法だと
考えられます。

カセットガスボンベには充填されているガスの種類により２種
類あり、「ブタン」がノーマルタイプ、「イソブタン」がハイパ
ワータイプになります。後者の方が低温でも火力が落ちにくいの
ですが、ガスの消費量が多くなり加熱持続時間が短くなるため、
購入時に注意が必要だそうです。また、使用期限にもご注意くだ
さい。カセットコンロは１０年。ガス缶は７年です。

参加者の感想



企業内家庭教育研修「(株) バイパス給食センター」 11月25日

演題「 家族 ～その在り方～ 」
講師 元中学校校長 福富 保博 氏

（現岐阜県学校剣道連盟会長）

バイパス給食センター様には、今回10回目の企業内家庭教

育研修を実施していただきました。新型コロナ感染症第８波
により、感染者が増えつつあることを鑑み、研修受講者の数
を半分に減らしての開催となりました。研修は、勤務時間終
了後に行いました。

勉強になりました。子ども
たちにも今日の事を話して
やりたいと思います。

本音でお話してもらえて、とても
温かい気持ちになりました。

人が駒に徹して役割を果たさなければ組織や社会は回ってい
かない側面は確かにあると思います。ただ、日々の生活の中
で唯一無二の存在として社会（周囲）に認められていると感
じられるかどうかが、人としての尊厳に大きく関わっている
のではないかと思いました。

先生が、自分の子育ての失
敗談も話されて、素直に聞
くことができました。

参加者の感想

福富先生には、自分の子ども時代、子育てを経験した親の立

場、教育者として生徒に携わってきた立場など、いろいろな立
場から、家族の在り方や子育てで大切なことを、お話しいただ
きました。
上の詩は、有名な宮澤賢治の詩を真似て、当時の子どもたち

の言動や姿を親や大人に皮肉を込めて示した新聞コラムです。
教員時代に保護者への話の中でよくネタとして使われたという
ことで、今回の研修の資料として参加者にも配られました。
出会いが一生を決定づける例として、中学時代に出会った

「剣道」。その指導者で恩師の「叱らない指導」「ほめられて
ほめられて」に成長させてもらった経験や、時代の流れを読み
切れず、立場と固定概念から我が子の子育てに失敗した体験談
等、飾り気のないお話が、胸の中にスーッと入ってくる感覚で
聞くことができました。



笠松町立笠松中学校 「PTA講演会」 １２月９日

講師：新津 春子 氏 日本空港テクノ所属 環境マイスター（指導者としても活躍するカリスマ清掃員）

技能選手権・最年少で全国ビルクリーニング技能競技会一位に輝く（97年）
NHK番組「プロフェッショナル」などに取り上げられ、著書も多数ある。

笠松中学校では、生徒会執行部とPTA本部による意見交流会が
年に２回行われており、笠松中の4本柱の１つでもある「清掃活
動」に、生徒が強い思いをもっていることを知り、本年度のＰ
ＴＡ本部役員会で、新津氏を招いて行うＰＴＡ講演会を企画し、
実施されました。

≪新津氏が大切にしてみえること≫（講演内容から）
・自分に優しく、体を大切にする。（余裕ができる）
・相手をよく観察する。自分から笑顔で声をかける。
・その物や場所を使う人の目線で見る。
・やったことを全部チェックしてみる。

自分の理解につながる。
・物に対して優しさをもつ。敬意をはらう。
・自分の思いは伝える。早く行動する。
・自分をダメな人間だと思わない。

講演会の後、整美委員長が新津
氏を案内し、笠松中の清掃活動
（黙掃）の様子を見ていただく時
間が設けられ、体育館と校舎をつ
なぐ渡り廊下のところでは、雑巾
の持ち方や、板の目に沿って雑巾
を走らせるようにとアドバイスを
する姿がありました。
清掃後には、放送を使って具体

的な清掃の方法、きれいにする技
が全校生徒に伝えられました。

新津氏は、「やさしいお掃除
チャンネル」という掃除術を伝え
る動画も作られているので、親子
で一緒にこの動画を見て、家の掃
除に生かしてみる在宅型の取組を
仕組むことができそうです！

≪生徒による質問と感想の一部≫

Q：人生の目標を教えてください
A：80歳までは働くつもりです。清掃の技を次の世代に伝
えたい。アイデア商品を作って、一般家庭の人にも使っ
てもらいたい。

実際、企業とコラボして商品開発も行ってみえます。
掃除機の吸引ノズルのパイプの長さを日本人の体形に合
わせたり、軽量化したりすることで、高い場所でも無理
なく掃除できる、体にやさしい掃除機になっています。

感想
「掃除はめんどくさいと思っていたけど、その場所やも
のを使う人のことを考えて、気持ちを込めて清掃したい
と思いました。」

アドバイスが
あった雑巾の
持ち方



地域コミュニテーセンター nico nico 「niconicoビタミン講座」 10月7日
運営管理団体 NPO法人 グッドライフ・サポートセンター

全ての親さんが、わが子の健全な心身の育成を願ってみえ
ると思いますが、特に小さいうちは、親子とのふれあいがと
ても大切になります。親子と一緒に運動遊びをすることでス
キンシップを図ることができ、心肺機能や運動機能を高める
ことができます。

「子どもは本来動くことが大好き」ですので、最低でも1日
1時間を目標に、親子での運動遊びを行いたいものです。その
時には、家にある身近なものを使って、人間の80以上ある
「歩く」「立つ」「転がる」「積む」「運ぶ」等の基本的な
動きを体験させることがポイントです。

講座では、小さな穴の中に物を入れる動きとして、ペット
ボトルにストローを摘まんで入れる遊びを行いました。
子どもたち全員が、とても集中してストローをペットボト

ルに差し入れ続ける姿に、親さんがびっくりされていました。

「動き」には、特定の年齢までに体験しておく必要がある
ものがあります。例えば、ボールを投げるような動きは6歳ぐ
らいまでに体全体を使って投げられるようにしておかないと、
その後はなかなか上達しないと言われています。3歳ぐらいに
は「投げる」という動きを体験させたいものです。

わかくさ児童センター 「わかくさビタミン講座」 12月2日
TSG共同企業体 （NPO法人 グッドライフ・サポートセンター）

幼児期にいっぱい遊んで楽しみたいと思いました！身体を
動かすのもマンネリ化してきていたので、プリントを見て
色々遊びたいです！ ストローとっても楽しそうでした！
家でもやってみます！

子どもとの接し方やいかにふれあうことが大切かを学ぶこ
とができました。

運動の種類があることを知っておどろきました。たくさん
の動きを体験させてあげたいと思いました。

今日から子育てに生かせることばかりでした。ポットン落
としは、こんなに簡単にできると知れてよかったです。的
当ても作ってみようと思いました。

身近にある物での遊び方、体の
使い方など、勉強になりました。

参加者の感想

未満児～3歳児の親子7組の参加が
されました。幼児期の運動遊びが、と
ても大切であることをお話ししました
が、幼児期の1日の理想歩数3万歩に
は、お母さんたち皆が驚かれていまし
た。そのぐらいの運動量があるのがふ
つうだということです！地方に住む子
どもの方が、実際の歩数は少なめです
ので、親の配慮が必要になります。

講師は、ともに家庭教育推進専門職 辻が務めました！

子育てに大切なことを分かりやすく教えて
いただいてありがとうございました。家で
も教えていただいた運動遊びをしようと思
います。

今やっておいた方がよいことをいっぱい聞
けました。いろいろな体を動かす運動や家
でできそうなことを教えていただけてとて
もよかった。

色々な遊びを楽しめて良かったです。この
ようなイベントをきっかけに、交流ができ
るのが良いです。

参加者の感想 大変よい(2)   よい(3)



岐阜地区家庭教育担当者会を開催しました！ 12月8日

（ 兼 第３回家庭教育支援市町村連携会議 ）

各市町の子育て支援・家庭教育支援担当課の職員の代表が集ま
り、各市町の実践交流や研修を行いました。
今回は「家庭教育支援チーム」のことを中心に、家庭教育・子

育て支援の進捗状況、特徴ある取り組みについて交流しました。
既に支援チームがあり、更に新しい支援チームを立ち上げている
山県市。子育てに関わるいろいろな支援活動を行っているNPO法人
を申請中の瑞穂市など、支援チームの設置に向けて少しずつ動き
始めている段階です。今後、関係課の連携がより活発となり、設
置に向けての動きが加速することが期待されます。

笠松町では、令和4年3月に新しい「こども館」を開館されましたの
で、このこども館の設置のねらいと開館されるまでに町が工夫されたこ
と等について、担当の福祉子ども課：花村課長様からお話を聞いた後、
施設を見学させていただきました。
新しいこども館設置にあたり、実際に使用することになる地域住民や

支援団体、子ども達から意見を聞き、可能な限り意見や要望に応えた施
設になるよう努められたそうです。花村課長様の「未来への投資」とい
う言葉が印象に残りました。
左下の写真は、子どもたちから出された「ボルダリングがしたい」

「隠れ家的スペースがほしい」という要望に応え、部屋の一角に作られ
たコーナーです。このほかにも、キッチンスペースが作られていたり、
階段スペースは幅広にされ、座って本を読んだり、おしゃべりしたりで
きるように工夫されていました。子どもたちの夢が現実となった素敵な
「こども館」だと思いました！

演題 「ネット利用が子どもに及ぼす影響」
講師 ネット健康問題啓発者全国連絡協議会 インストラクター 田村 晴香 氏

インターネットやスマートフォンの普及により私たちの生活は大変便利になった一方、これらの使用
頻度が高まることにより、思わぬ健康被害等が発生しています。子育てに関わる担当者が集うよい機会
であるため、使用の実態や使用にともなう危険性について正しい知識をもっていただくよう、研修の時
間を設けました。
乳幼児期のスクリーンタイム（テレビ・ビデオ・コンピュータゲームなどを見る時間）は、推奨され

ていない、もしくは長くても1時間までとなっています。しかし、実態はガイドライン通りではないた
め、視力の発達等に悪影響（水晶体が膨らむ・寄り目になる・瞳が小さくなる）が出ています。
ゲーム依存（ゲーム行動症、ゲーム障害ともいう）は、2019年に世界保健機構（WHO）で国際疾

病分類に認定されました。依存度が高くなると、保護者が子どもに対し、いくら言葉で使用を制限する
ように促しても、改善することは難しく、専門家による適切なアドバイスが必要となります。そうなら
ないようにするためには、使用頻度を抑えるしかありません。どこまでならよいのか値を示してほしい
と考えられる保護者も多くみえますが、許容量には個人差があり、一概にここまでとは言えません。
子どもの興味関心がゲームやネットだけに集中しないように、他の事にも楽しさや面白さを感じられ

るような経験をさせることが大切であることを、改めて教えていただきました。
※ 大人も、スクリーンタイム20分毎に、20秒間、20フィート（６ｍ）先を見るようにしましょう！


